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　日頃より群馬県保険医協会の活動にご理解とご協力をいただきありがとうございます。私
たちは、保険医の生活と権利を守るとともに、保険でより良い医療の充実・改善をめざし、
活動しています。群馬県内に居住または勤務する保険医の先生が会員であり、現在医科・歯
科あわせて 1,000 人以上の医師が入会しています。
　診療報酬の改定時には、新点数検討会を開催し、いち早く正確でわかりやすい情報を提供
しています。また、保険請求上の問題点や質問に丁寧に対応し、保険請求の制度向上のお役
に立てるよう努めています。新規個別指導や個別指導に対する相談窓口を設け、自信をもっ
て指導に臨めるようサポートしています。
　また、日常診療に役立つ、医療安全管理の講習会や各種研究会を開催しています。会員相
互の親睦を深める保険医写真展や撮影バス旅行なども行っています。
　さらに、共済制度も充実しており、老後に備えた【保険医年金】、死亡保障の【グループ保険】、
病気やケガで休業をした時の【休業保障保険】は大変好評で、多くの会員の方々の経営の安
定の一助として普及しています。
　まだ会員でない保険医の先生には同封の資料をご覧いただき、是非この機会にご入会を検
討いただけますようお願い申し上げます。会員の皆さまには、お知り合いの先生にご入会を
お勧めいただきたいと存じます。
　より多くの先生にご入会いただき、保険医の権利を守り、県民・国民医療の前進を目指す
運動を、ともに発展させていきましょう。

会員拡大部

新点数検討会
（2024.5.19 群馬県生涯学習センター）

第 23 回撮影バス旅行
（2024.4.14 貞祥寺、懐古園、上田城）

実務に役立つオリジナルの書籍

　
日
常
診
療
向
上
に
役
立
つ

　
研
究
会
を
開
催

　

医
療
機
関
に
義
務
付
け
ら
れ
た

「
院
内
感
染
対
策
」、「
医
療
安
全

管
理
」
に
つ
い
て
の
講
習
会
な
ど
、

日
常
診
療
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

研
究
会
を
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
保
険
請
求
へ
の
疑
問
や

　
質
問
に
丁
寧
に
回
答

　

レ
セ
プ
ト
記
載
な
ど
、
日
常
診

療
の
保
険
請
求
事
務
に
お
い
て
疑

問
な
ど
が
生
じ
た
際
に
ご
相
談
い

た
だ
け
る
窓
口
を
設
け
て
い
ま

す
。
解
釈
に
疑
義
が
あ
る
場
合
に

は
、
厚
生
局
や
審
査
支
払
機
関
な

ど
に
問
い
合
わ
せ
、
可
能
な
限
り

必
要
な
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　
審
査
・
指
導
に
関
す
る

　
相
談
に
対
応

　

不
当
な
審
査
、
指
導
に
も
断
固

た
る
姿
勢
で
臨
み
、
保
険
医
が
医

学
的
な
良
心
を
貫
け
る
よ
う
、
制

度
の
抜
本
的
改
善
、
情
報
の
開
示
・

公
開
な
ど
を
求
め
て
運
動
し
て
い

ま
す
。
個
別
指
導
時
に
は
先
生
方

の
人
権
を
守
る
た
め
、
弁
護
士
の

帯
同
・
録
音
の
実
施
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
生
活
設
計
に
役
立
つ

　
３
つ
の
共
済
制
度

　

開
業
医
や
勤
務
医
の
多
く
は
、

病
気
や
事
故
に
あ
っ
た
時
、
ま
た

高
齢
に
な
っ
た
時
の
保
障
が
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
会
員
の
不
安

を
取
り
除
き
、
安
心
し
て
診
療
に

当
た
れ
る
よ
う
、
多
彩
な
共
済
制

度
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

老
後
に
備
え
る
保
険
医
年
金
、

割
安
な
保
険
料
で
万
一
に
備
え
る

グ
ル
ー
プ
保
険
、
病
気
や
ケ
ガ
で

休
業
し
た
時
の
た
め
の
休
業
保
障

保
険
が
あ
り
ま
す
。

　
会
員
相
互
の
親
睦
を

　
深
め
る
文
化
活
動

　

例
年
春
に
撮
影
バ
ス
旅
行
、
７

月
に
保
険
医
写
真
展
を
開
催
す
る

な
ど
、
会
員
同
士
、
ま
た
県
民
と

の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
診
療
報
酬
改
定
の
情
報
を

　
い
ち
早
く
正
確
に
提
供

　　

診
療
報
酬
の
改
定
時
に
は
、
改

定
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

た
テ
キ
ス
ト
を
発
行
し
、「
新
点

数
検
討
会
（
説
明
会
）」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。「
保
険
医
協
会
の

説
明
は
わ
か
り
や
す
い
」
と
定
評

が
あ
り
、
毎
回
多
く
の
会
員
が
参

加
し
て
い
ま
す
。
現
地(

前
橋)

と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

春
風

霜
秋

論
　
　
壇

会員拡大月間 本号は未会員の
先生にもお送り
しています

　

お
盆
の
最
中
、
岸
田
首
相
は
退

陣
を
表
明
し
た
。
国
民
の
信
頼
を

失
い
、
そ
れ
を
取
り
戻
す
具
体
策

を
打
ち
出
せ
な
い
政
権
が
つ
い
に

行
き
詰
ま
り
、
岸
田
首
相
で
は
選

挙
を
戦
え
な
い
と
い
っ
た
党
内
の

声
に
抗
え
ず
再
戦
を
断
念
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。

　

首
相
か
ら
決
定
的
に
民
心
が
離

れ
た
の
は
、
裏
金
事
件
の
対
応
が

小
出
し
か
つ
後
手
後
手
で
、
肝
心

の
実
態
解
明
も
関
係
者
の
責
任
追

及
も
中
途
半
端
だ
っ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
政
治
資
金
規
正
法
の
改
正

も
抜
け
道
だ
ら
け
で
抜
本
改
革
に

ほ
ど
遠
い
。

　

岸
田
政
権
の
３
年
間
は
、
国
民

的
議
論
の
な
い
ま
ま
国
の
根
本
に

関
わ
る
重
要
政
策
の
転
換
が
相
次

い
だ
。
専
守
防
衛
を
空
洞
化
さ
せ

る
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
や
、

防
衛
予
算
の
倍
増
を
盛
り
込
ん
だ

安
保
三
文
書
の
改
定
。
福
島
第
一

原
発
の
事
故
の
教
訓
を
な
い
が
し

ろ
に
す
る
よ
う
な
原
発
の
最
大
限

活
用
へ
の
転
換
。
安
倍
政
権
で
も

で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
や
っ
た

が
、
幅
広
い
合
意
形
成
を
し
た
訳

で
は
な
く
、
合
意
形
成
を
放
棄
し

て
き
た
。
統
一
教
会
と
自
民
党
の

長
年
に
渡
る
関
係
も
、
そ
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
く
、
今

後
つ
な
が
り
を
絶
つ
こ
と
で
処
理

を
し
て
き
た
。

　

首
相
の
退
陣
表
明
で
９
月
の
自

民
党
総
裁
選
は
派
閥
の
締
付
け
が

解
消
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
10
名
程

度
の
候
補
者
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て

い
る
。
来
年
の
参
議
院
選
や
衆
議

院
選
に
向
け
て
不
人
気
な
首
相
と

い
う
表
紙
を
変
え
る
だ
け
で
は
済

ま
さ
れ
な
い
。
国
民
の
不
信
は
、

首
相
だ
け
で
は
な
く
自
民
党
に
向

け
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
看
板
の

掛
け
替
え
だ
け
で
は
な
く
内
実
を

ど
う
変
え
る
か
が
問
わ
れ
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深

　

２
０
２
５
年
問
題
と
は
、
国
民

の
５
人
に
１
人
が
後
期
高
齢
者

（
75
歳
以
上
）
の
超
高
齢
化
社
会

を
迎
え
る
こ
と
で
雇
用
、
医
療
、

福
祉
と
い
っ
た
日
本
経
済
や
社
会

の
広
い
領
域
に
影
響
を
及
ぼ
す
諸

問
題
の
総
称
で
あ
る
。

　

人
生
50
年
と
言
わ
れ
た
時
代
か

ら
、
人
生
１
０
０
年
時
代
へ
。
平

均
寿
命
は
延
び
て
い
る
が
寝
た
き

り
の
方
も
含
ま
れ
て
お
り
、 

医
療

費
・
社
会
福
祉
費
の
増
加
が
懸
念

さ
れ
、
健
康
寿
命
の
延
伸
が
望
ま

れ
る
。
厚
生
労
働
省
は
全
世
代
対

応
型
の
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制

度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
令
和
５
年
法
律
第
31
号
） 

を
成

立
さ
せ
た
。

　

２
０
２
４
年
４
月
、
診
療
報
酬

が
改
定
さ
れ
、
施
行
は
６
月
か
ら

と
猶
予
期
間
が
設
け
ら
れ
た
。

　

令
和
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
の

基
本
方
針
に
は

○○

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

歯
科
に
お
い
て
「
か
か
り
つ
け

歯
科
医
療
機
能
強
化
型
歯
科
診
療

所
」
が
廃
止
と
な
り
、 

そ
の
内
容

を
引
き
継
い
だ
「
口
腔
管
理
体
制

強
化
加
算
」
の
施
設
基
準
が
新
設

さ
れ
、
口
腔
機
能
管
理
を
重
点
的

に
評
価
さ
れ
た
。 

　

歯
の
形
態
回
復
に
係
る
評
価
は

置
き
去
り
に
、
ク
ラ
ウ
ン
・
ブ
リ
ッ

ジ
維
持
管
理
料
お
い
て
は
金
パ

ラ
・
銀
合
金
の
単
冠
が
算
定
か
ら

外
さ
れ
た
。

　

人
生
50
年
時
代
は
歯
を
喪
失
し

た
ら
補
綴
処
置
を
行
う
こ
と
で
食

べ
ら
れ
る
時
代
で
あ
っ
た
が
、
人

生
１
０
０
年
の
時
代
は
歯
が
あ
っ

て
も
食
べ
ら
れ
な
い
、
飲
み
込
め

な
い
時
代
に
な
り
、
口
腔
の
機
能

低
下
の
評
価
回
復
維
持
が
求
め
ら

れ
る
。

　

歯
科
診
療
所
で
は
、
む
し
歯
の

治
療
が
減
少
し
、
歯
周
病
の
メ
イ

ン
テ
ナ
ン
ス
が
中
心
に
な
り
、
口

腔
機
能
の
低
下
に
対
応
す
る
事
が

求
め
ら
れ
る
。
通
院
困
難
な
高
齢

者
も
増
加
傾
向
で
あ
り
、
歯
科
の

訪
問
診
療
も
望
ま
れ
る
時
代
が
想

定
さ
れ
る
。

　

群
馬
県
の
歯
科
医
療
機
関
数
９

５
４
機
関
の
内
、 

在
宅
療
養
支
援

歯
科
診
療
所
の
施
設
基
準
の
登
録

は
80
医
療
機
関
で
あ
り
、
８
・
４
％

に
す
ぎ
な
い
（
２
０
２
４
年
５
月

１
日
現
在
）。 
こ
れ
で
は
対
応
が

不
十
分
で
あ
る
事
が
予
想
さ
れ

る
。

　

歯
科
の
訪
問
診
療
は
、
20
分
以

上
と
20
分
未
満
で
、
時
間
的
な
要

件
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
訪
問
診

療
１
（
一
人
だ
け
訪
問
す
る
場
合
）

は
、
時
間
要
件
が
無
く
な
り
、
訪

問
診
療
の
敷
居
が
低
く
な
っ
た
よ

う
に
感
じ
る
。
兼
ね
て
か
ら
の
保

団
連
の
要
求
が
実
現
し
た
と
思
わ

作 品 募 集作 品 募 集
群馬保険医新聞表紙写真群馬保険医新聞表紙写真

生
活
習
慣
病
の
増
加
等
に
対
応

す
る
効
果
的
・
効
率
的
な
疾
病

管
理
及
び
重
症
化
予
防
の
取
組

推
進

口
腔
疾
患
の
重
症
化
予
防
、
口

腔
機
能
低
下
へ
の
対
応
の
充

実
、
生
活
の
質
に
配
慮
し
た
歯

科
医
療
の
推
進

・
歯
科
医
療
機
関
を
受
診
す
る

患
者
像
が
多
様
化
す
る
中
、

地
域
の
関
係
者
と
の
連
携
体

制
を
確
保
し
つ
つ
、
口
腔
疾

患
の
重
症
化
予
防
や
口
腔
機

能
の
維
持
・
向
上
の
た
め
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
、

生
涯
を
通
じ
た
継
続
的
な
口

腔
管
理
・
指
導
が
行
わ
れ
る

よ
う
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医

の
機
能
を
評
価
。（
再
掲
）

病
院
歯
科
の
役
割
に
応
じ
た

評
価
、
歯
科
診
療
所
と
の
連

携
の
推
進
。

歯
科
衛
生
士
が
行
う
指
導
管

理
、
歯
科
技
工
士
が
関
わ
る

技
術
を
含
む
歯
科
固
有
の
技

術
等
の
適
切
な
評
価
。

・・

れ
る
。
今
後
、
在
宅
療
養
支
援
歯

科
診
療
所
の
施
設
基
準
の
登
録
が

増
加
す
る
事
を
期
待
す
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
訪
問
診
療
に

お
い
て
、
よ
く
「
口
腔
ケ
ア
」
と

い
う
用
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
は
一
般
社
団
法
人
日
本
口
腔

ケ
ア
学
会
が
権
利
者
と
し
て
商
標

登
録
（
商
標
登
録
番
号
：
４
５
６

８
６
７
２
）
さ
れ
て
お
り
、
学
術

用
語
と
し
て
位
置
づ
け
る
事
が
疑

問
視
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
老
年
歯
科
医
学
会
で
は
、

学
術
用
語
と
し
て
、
口
腔
清
掃
を

含
む
口
腔
環
境
の
改
善
な
ど
口
腔

衛
生
に
か
か
わ
る
行
為
を
「
口
腔

衛
生
管
理
」、
口
腔
の
機
能
の
回

復
お
よ
び
維
持
・
増
進
に
か
か
わ

る
行
為
を
「
口
腔
機
能
管
理
」
と

し
、こ
の
両
者
を
含
む
行
為
は
「
口

腔
健
康
管
理
」
と
定
義
し
て
い
る
。

　
　
　

（
歯
科
会
代
表　

小
山
敦
）

群馬県保険医協会では毎年 1 月、群馬保険医新聞表紙に写真を掲載し
ております。今回、2025 年 1 月号の表紙に掲載する写真を公募いた
します。作品を採用された方には、謝礼をご用意しております。自慢
の 1枚をお待ちしております。是非、お気軽にご応募ください。

応募方法に関しまして、詳しくは協会ホームページをご覧ください。
https://gunma-hoken-i.com/

締切10月 18日金まで締切10月 18日金まで

HPはこちらの
QRコードから

歯
が
あ
って
も
︑
食
べ
ら
れ
な
い
時
代
？


